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政
治
的
社
会
化
に

お

け
る

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

役
割

高

橋

和

宏

現
実
的
政
治
の

動
態
を

導
く

個
々

人
の

政
治
的
先
有
傾
向
の

形
成
過
樫

に

つ

い

て

の

実
証
的
研
究
の

精
巣
が

､

ハ

イ
マ

ン

に

ょ
っ

て

政
治
的
社
会

化
(

勺
○

ご

〓

邑
S
O

C

邑
i

z

賢
｡
-

一

)

と

い

う

用
語
の

明

然
的
使
用
の

下
に

ま

(

1
)

と

め

ら

れ

る

こ

と
に

よ
っ

て
､

所
謂
政
治
的
社
会
化
の

研
究
は
ス

タ
ー

ト

し

た
｡

そ
の

後
寧
ろ

一

九
六

六

年
以

降
に

な
っ

て

ア

メ

リ

カ

に

は
こ

の

研

(

2
)

究
に

関
す
る

数
多
く
の

業
績
が

急
激
に

蓄
積
さ

れ

て

来
た

｡

我
が

国
に

お

い

て

も

恐
ら
く

は
一

九
六

八

年
以

降
､

そ

の

紹
介
が

な

さ

れ

理

論
的

･

実

証
的
研
究
も

始
め

ら
れ

て

来
て

い

る
｡

政
治
的
社
会
化
の

概
念
の

理

解
は

､

そ

れ

が

個
々

人
に

ょ

る

政
治
的
志

(

3
)

向
の

発
達
的
学
習
と
い

う
側
面
を

も

つ

故
に

政
治
の

ミ

ク

ロ

的
分
析
と

は

不

可

避
的
に

接

合
す
る

も
の

で

あ
る

け
れ

ど

も
､

政
治
の

マ

ク

ロ

的
分
析

へ

の

接
合
も

重

視
さ
れ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

即
ち

政
治
的
社
会
化
と

政
治
体

系
と

の

関
連
は

､

政
治
的

社
会
化
の

過
程
が

政
治
体
系
の

安
定
的
作
動
の

為
の

要
件
と

し

て

の

支
持
の

調

達
で

あ
る

と

同
時
に

政
治
体
系
の

変
動
に

(

4
)

直
接

･

間
接
に

影
響
を

与
え

る

過
程
で

も

あ
る

と
い

う
､

イ
ー

ス

ト
ン

や

(

5
)

ア

ー

モ

ン

ド
の

指
摘
か

ら
も

認
め

ら

れ

る
｡

こ

の

様
な

政
治
的
社
会
化
の

概
念
の

理

解
の

背
後
に

は
､

そ

の

研
究
を

押
し

す

す

め
て

ゆ

く
こ

と

に

よ

っ

て

個
人

と

政
治
体
系
を

接
合
す
る

所
謂
ミ

ク

ロ

‖

マ

ク

ロ

問
題
の

動
態

(

6
)

的
･

統
合
的
把
握
を

可
能
に

す
る

と

い

う

問
題
意
識
が

控
え

て

い

る
｡

そ

こ

で

本
稿
の

目
的
は

､

か

か

る

問
題
意
識
の

具
体
化
の

一

歩
と

し

て
､

政
治
的
社
会
化
の

分
析
の

為
の

基
本
的

臥
鮎
に

従
っ

て

焦
点
化
さ

れ

る

政

治
的
社
会
化
の

担
い

手
の

一

つ

で

あ

る

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影
響
を

取
り

あ

げ
て

検

討
す
る

こ

と
に

あ

る
｡

即
ち

今
マ

ク

ロ

か

ら

ミ

ク

ロ

へ

の

方

向
に

限
定
し

て

見
た

場
合

､

政
治
的
社
会
化
の

担
い

手
の

一

つ

で

あ

る

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影

響
が

未
成
年
層
の

政
治
的
先
有
傾
向
の

形
成

過
程
に

お
い

て

実
は

主
導
性
を

も
つ

場
合
が

多
い

の

で

は

な
い

か

と

い

う
こ

と

を

指
摘
し

な
が

ら
そ

れ

を

基
点
と

し

て
､

今

後
の

研
究
に

お

い

て

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影
響
が

､

個
々

人
の

主
観
的
な

政

治
的
志
向
の

特
定
の

分
布
と

し

て

の

政

(

8
)

治
文
化
の

形
成
に

重
要
な

役
割
を

果
た

し
っ

つ

ミ

ク

ロ

‖

マ

ク

ロ

の

動
態

的
･

媒
介
的
機
能
を

展
開
さ

せ

得
る

､

そ

の

点
々

見
据
え
る

ぺ

き

で

あ
る

こ

と

を

主
張
し
た

い
｡

政
治
的

社
会
化
の

担
い

手
に

つ

い

て

考
え

る

時
､

そ
の

研

究
対

象
と

し

て

取
り
あ

げ

ら

れ

検

討
さ
れ

て

来
た

も

の

は
､

両
親

､

学
校
(

先
生

･

教

室
の

雰
囲
気

･

カ

リ

キ
ュ

ラ

ム

･

教
科

書
)

､

仲
間

な

ど

で

あ
っ

て
､

マ

(

q

し)

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影
響
に

ま

で

論
及
し

て

い

る

も
の

は

極
め
て

少
な

く
､

そ

れ

は

十
分
に

評
価
さ

れ

て

い

な
い

様
に

思
わ
れ

る
｡

ド

ー

ソ

ン

=

プ

レ

ゲ

イ

ツ

ト
は

､

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影
響
に

関
す
る

一

般
的
仮
説
(

二

段
階
の

(

10
)

流
れ

説
や

効
果
の

補
強
認
)

に

依
拠
し
っ

つ
､

政

治
的
社
会
化
の

対

象
た

る

未
成
年
者
た

ち

と
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

と

の

間
に

挿
入

さ
れ

る

媒
介
的
要
因

(

1 1
)

を

強
調
し

て

い

る
｡

9

彼
ら
の

主
張
に

従
え

ば
､

未
成
年
者
た

ち
は

､

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

か

ら

直

甜



一 橋論叢 第七 十 三 巻 第六 号 ( 5 0 )

表 1 新聞 に よ る公 共 的情報 へ の 接触 の 実態

質問 政 治や 社 会 に つ い て の ニ
ュ

ー

ス や解 説 な ど ( ス ポ ー ツ
, 娯楽 な ど以 外) を新

聞 で 平均 して 一 日 ど の く ら い の 時間 読み ま す か ｡

芸皇宮三 1 0 分 2 0 分 3 0 分 4 0 分 5 0 分 冨至
ヲる

小 学 6 年 生 2 1 37 2 6 8 2 1 5 1 0 0 (8 5 名)

累 積 ( 1 0 0) (7 9) ( 4 2) ( 1 6) ( 8) ( 6)

1 0 0 (9 7 名)中 学 3 年 生 長 2 0 3 2 1 6 ウ 2

累 積 ( 1 0 0) (8 2) ( 6 2) ( 3 0) ( 1 4) ( 5 )

1 0 0 (1 1 0名)

%

高 校 3 年 生 1 7 3 0 2 5 1 8 3

累 積 ( 1 0 0) ( 8 3) ( 5 3) ( 2 8) ( 10) ( 7)

%

人 1 6 1 7 1 9 25 2 3 1 8 1 0 0 (8 9 名)

累 積 (1 0 0) ( 8 4) ( 6 7) ( 4 8) ( 2 3) (2 1)

接
に

政
治
的
手
が

か

り

や

新
し
い

政
治
的
知
識
を

得
る

場
合
は

少
な

く
､

∬仁
じ

例
え
ば

両
親
や

先
生

を

経
由
し
て

変
容
し
た

情
報
を

主
に

受
け

取
る

こ

と

に

な

り
､

彼
ら
の

政

治
的

関
心
の

範
囲
(

焦
点
と

盲
点
な

ど
)

や

政
治
的

評
価
の

一

般
的
内
容
や

枠
組
の

形
成
-
補
強
と

ほ

言
い

難
い

-
に

関
し
て

も

寧
ろ
パ

ー

ソ

ナ

ル

ソ

ー

ス

に

よ

り

依
存
す
る

と

い

う
結
論
と

な

る
｡

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影

響
に

は
パ

ー

ソ

ナ
ル

な

情
報
源
に

対

す
る

副
次
的

･

補

充
的
な

役
割
し

か

与
え

ら
れ

な
い

こ

と
に

な
る

｡

そ

こ

で

ド

ー

ソ

ン

=

プ
レ

ダ
イ

ア

ト

の

相
対

的
に

過
小

評
価
と

思
わ
れ

る

政
治
的

社
会
化
に

お

け
る

マ

ス

メ

デ
ィ

ア
の

役
割
に

関
す
る

所
説
に

対

し

て
､

テ
レ

ビ

や

新
聞
か

ら
の

公
共
的
情
報
に

限
っ

て

見
た

場
合

､

そ

れ

(

1 2
)

が

主
導
的

役
割
を

発
揮
す
る

場
合
が

多
い

こ

と

を

指
摘
し

て

ゆ

き
た

い
｡

ま

ず
政

治
的
社
会
化
の

対

象
た

る

未
成
年
者
の

マ

ス

メ

デ
ィ

ア
へ

の

接

触
の

実
態
を

見
る

こ

と
に

し

た

い
｡

我
々

の

調
査

(

一

九
七
三

年
･

一

二

月
･

秋
田
)

に

ょ
れ

ば
､

既
に

小

学
六

年
生
か

ら

大
半
(

八

〇
%

前
後
)

は

平
均

一

〇
分
以

上
は

新
聞
で

ス

ポ

ー

ツ

や

娯
楽
な

ど

以

外
の

政
治
的

･

社
会
的
情
報
に

接
し
て

い

る

こ

と

が

分
っ

た
｡

成
人
の

場
合
を

見

較
べ

る

と
､

長
時
間
接
触
す
る

者
が

生

徒
の

場
合
よ

り

も

少
し

多
い

以

外
は

新
聞

で

の

公
共
的
情
報
へ

の

接
触
の

パ

タ
ー

ン

は

生

徒
と

殆
ど

変

わ

ら

な

い

(

表
1
)

｡

テ
レ

ビ

に

関
し

て
､

い

ず
れ
の

学
年
も

そ

れ

に

よ
っ

て

公
共

的
な

情
報
に

接
触
し

な
い

生
徒
は

一

〇
%

未
満
に

過
ぎ

ず
､

大
半
は

二

〇

分
以

上

見
て

い

る
｡

成
人
と

の

比

較
は

新
聞
の

場
合
と
ほ

ぼ

同
様
の

結
果

を

得
る

(

表
2
)

｡

以

上
の

結
果
(

成
人
に

近

接
す
る

､

マ

ス

メ

デ
ィ

ア
ヘ

の

継
続
的
接
触



( 5 1 ) 研 究 ノ ー ト

表 2 テ レ ビ に よ る公 共 的情報 へ の 接触の 実態

ほ と ん ど 1 0 分 2 0 分 3 0 分 4 0 分 5 0 分 冨望見 な い

2 1 1 00 ( 85 名)

1 0 0 (9 7 名)

1 6 1 6 2 6 1 1 5
小 学 6 年 生

累 積 ( 10 0) ( 9 5) ( 7 9) ( 6 3) (3 7) ( 2 6)

0
ノ2

)

8

3 7()

8

45()

0

5

3

ヮ
′(

14

轡)

′

0

5
(

リ
ノ(

形

中 学 3 年 生 5

累 積 ( 10 0 )

名0100112

)

1

22()

7

0
ノ2()

つ

J

2

3

′
h

U(

1 8

叫
【

()

っ

J

3

1

0
ノ(

1 0 0 ( 8 9 名)24

)

2

4 4()

7

15()

8

〔U
/

l

′
L

U(

1 7

㊥)

1

7

1

0
ノ(

ヲち

高 校 3 年 生 7

累 積 ( 1 0 0)

%

人 3

累 積 ( 1 0 0)

量
-
新
聞
よ

り

テ
レ

ビ

が

よ

り

多
い

と
い

う
こ

と
は

今
問
題
で

は

な
い

)

か

ら
､

未
成
年
者
に

対

す
る

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影

響
の

重

要
な

こ

と

は
､

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

活
動
へ

の

継
続
的
接
触
が

も
た

ら

す

擬
似
環
境
の

環
境

(

13
)

化
現
象

(

諸
々

の

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

に

よ

る

情
報
内

容
が

一

元
化
的
に

編
成

さ
れ

波
状
的
に

成
極
化
さ
れ

続
け
た

場
合
も

含
め

て
)

を

考

慮
す
る

ま
で

も

な

く

予

想
に

難
く

な
い

｡

と

こ

ろ
で

ロ

ジ

ャ

ー

ス

は

個
人
が

新
し

い

情
報
を

認
知
し

て

か

ら

実
際

に

採
用
す
る

ま

で

の

過
程
に

お

い

て
､

イ
ン

パ

ー

ソ

ナ
ル

な

情
報
源
の

影

響
が

寧
ろ
パ

ー

ソ

ナ
ル

な

情
報
源
の

そ

れ
に

比

較
し
て

相
対

的
に

重

要
で

(

14
)

あ

る

の

は

認
知
そ

し

て

関
心
の

段
階
で

あ

る

と

述
べ

て

い

る
｡

そ

う
で

あ

る

な

ら

ば
､

マ

.
ス

メ

デ
ィ

ア

に

よ
っ

て

与

え

ら

れ

た

政
治
的
知
識
が

政
治

的
関
心

の

範
囲
を

限
定
し
っ

つ
､

政
治
的
評
価
の

一

般
的
内
容
や

枠
組
を

用
意
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

政
治
的
意
見
を

形
成
し

或
い

は

政

治
的
行
動
を

(

15
)

動
機
付
け

る

こ

と

を

推
考
す
る

こ

と
は

容
易
で

あ

る
｡

｡

の

様
な
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影
響
の

政
治
的
社
会
化
に

紬
け

る

主

導
性

を

理

解
す
る

為
に

チ

ャ

フ

ィ

ら
の

調
査
結
果
が

有
効
で

あ

る
｡

調
査

は
､

一

九
六

八

年
の

春
の

予

備
選
挙
の

後
と

秋
の

一

般
選
挙
(

ニ

ク

ソ

ン

対
ハ

ン

フ

リ
ー

戦
)

の

後
の

二

回

に

わ

た
っ

て

高
校
生

を

対

象
と

し

て

実
施
さ

れ

た
｡

公

共
の

事
件
に

関
す
る
ニ

ュ

ー

ス

の

新
聞
や

テ
レ

ビ

に

よ

る

日

常

的

接
触
量

､

並
び
に

一

般
的
な

政
治
的
情
報
や

意

見
の

ソ

ー

ス

と

し

て

の

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

或
い

は
パ

ー

ソ

ナ
ル

な

情
報
源
へ

の

生

徒
の

依
存
度
が

､

選
挙
に

関
連
す

る

政
治
的
知
識
の

程
度
や

選
挙
活

動
へ

の

参
加
の

程
度

(

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

ボ

タ
ン

の

着
用

･

ビ

ラ

の

配
布

･

特
定
候
補
者
へ

の

支

持
の

勧
誘
)

と

ど

ん

な

関
連
が

あ
る

か

分
析
さ

れ

た
｡

∂3ヱ



一 橋論叢 第 七十 三 巻 第六 号 ( 5 2 )

表 3 政 治 的 社 会化 の 担 い 手 〈3 つ の ソ ー

ス〉

質問 政 治 に つ い て 考 え る 時 あ な たが 参考 と す る の は どれ で す か
｡

い ろ い ろ あ る で

し ょ うが 次 の 7 つ か ら 3 つ 選 ん で 下 さ い
｡

1 新聞 2 テ レ ビ 3 お 父 さ ん 4 お 母 さ ん･ 5 友 だ ち ･ せ ん ば い 6 先

生 7 そ の 他

マ ス メ デ ィ ア を 両 親 の い ずれ も 友 ･ せ ん ば い を
先 生 を選 ば な い

1 つ も選 ば な い 選 ば な い 選 ば な い

%

小 学 6 年生 3 0 4 4 8 9 5 2

(8 0 名 )

%

中学 3 年生 1 0 6 8 78 6 8

(9 3 名)

クら

高校 3 年生 8 6 0 8 1 8 6

(1 0 5 名)

5 8 8 3 7 0

%

全 体 1 6

(2 7 8 名)

そ

し

て

春
の

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

接
触
は

秋
の

そ

れ

に

補
強
さ

れ
つ

つ

秋
の

詔
】

∂

選
挙
戦
に

お

け
る

知
識
や

参
加
の

レ

ベ

ル

を

引
き

上

げ
､

又
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

に

依
存
す

る

生

徒
は

そ

の

知
識
や

参
加
の

レ

ベ

ル

旦
向
い

け

れ

ど

も
パ

ー

ソ

ナ

ル

ソ

ー

ス

に

依
存
す
る

生

徒
は

逆
だ

と
い

う
結
果
を

得
た

｡

次
に

､

か

か

る

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影
響
の

主
導
性
は

そ

れ

と

受
け

手
た

る

未
成
年
者
た

ち

と
の

間
に

作
用
す
る

媒
介
的

要
因
の

検

討
の

結
果

､

そ

の

要
因
に

よ

っ

て

行
使
さ

れ

る

筈
の

検
閲
的
機
能
が

十
分
に

は

作
用
し

て

い

な
い

こ

と
が

指
摘
さ

れ

た

時
に

よ

り

明

確
に

な

る
｡

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

か

ら
の

情
報
の

受
容
過
程
に

お

け

る

社
会
心

理

学
的
媒

介
要
因
と

し
て

は
､

集
団
規
範
の

潜
在
的

･

間
接
的
表
現
と

し
て

の

個
々

人
の

先
有
傾
向
と

集
団
規
範
の

顕
在
的

･

直
接
的

表
現
と

し

て

の

対

人

関

(

Ⅳ
)

係
(

通
路
と

関
所
)

と

が

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

前

者
に

つ

い

て

は
､

発
達

(

18
)

的
に

は

未
成
年
者
の

生

活
体
験
が

十
分
に

は

構
造
化
さ
れ

て

お

ら

ず
､

政

治
的
に

は

政
治
過
程

へ

の

直
接
的
な

参
加
が

容
認
さ

れ
て

は
い

な
い

こ

と

ヽ

ヽ

を

考
え

合
わ

せ

れ

ば
､

子
の

政
治
的
先
有
傾
向
は

十
分
に

は

確
立
し

能
動

的
で

あ
る

と

は

言
え

ま
い

｡

後
者
に

つ

い

て

は

親
子

関
係
を

､

子
が

親
に

政
治
的
情
報
源
と

し

て

依
存
す

る

程
度
か

ら

調
べ

て

み
る

こ

と
に

す
る

｡

前
述
の

チ

ャ

フ

ィ

ら
の

調
査
に

よ
れ

ば
､

高
校
生
は

一

般
的
な

政
治
的

ヽ

ヽ

情
報
や

意
見
の

ソ

ー

ス

と

し

て
､

パ

ー

ソ

ナ

ル

な

情
報
面
(

親
･

先
生

･

仲
間
)

よ

り

も
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

を

よ

り

高
く

評
価
し

て

い

る

こ

と

が

指
摘

さ
れ

て

い

る
｡

我
々

は

又
､

生

徒
が

政

治
に

つ

い

て

考
え
る

時
に

参
考
と

す
る

人

物
や

対

象
も

質
問
し

て

み
た

｡

三

つ

の

選
択
を

要
求
し

た

場
合
(

表
3
)

小

中

高
の

全
体
で

み

る

と
､

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

を
一

つ

も

挙
げ

な
い

生

徒
が

僅
か
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表 4 政 治 的社 会 化 の 担 い 手 〈第
一 ソ ー

ス〉

質問 そ れ で は あ なた が 遠 ん だ 3 つ の 中 か ら最 も参考 と な る の を 1 つ 選 ん で 下 さ

い
｡

パ ー ソ ナ ル ソース が 第
一 ソ

ー ス ( 両 親含 む)

( 1 0 0)

( 10 0)

ヲる

4 1

%

25

( 1 00 )

( 1 0 0)

%
3 2

ヲ占

3 2

マ ス メ デ ィ ア が 第
一

ソ ース

ヲろ

5 9

ヲち
7 5

チ右

6 8

ヲろ

小 学 6 年生

(8 0 名)

中学 3 年 生

( 9 3 名)

高 校 3 年 生

(1 0 5 名)

全 体 6 8

(2 7 8 名)

一

六

%
､

こ

れ
に

対

し
て

両
親
の

い

ず
れ

を

も

挙
げ

な
い

生

徒
は

五

八

%
､

友
だ

ち

は

八
三

%
､

そ

し

て

先

生
は

七

〇
%

で

あ
っ

た
｡

小

学
六

年
生
に

お

い

て

も
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

を

政
治
的
考
え

の

ソ

ー

ス

と

し

な
い

者
は

三

〇

%
で

あ

り

他
の

い

ず
れ
の

パ

ー

ソ

ナ
ル

な

ソ

ー

ス

に

比

較
し

て

み
て

も

少

な
い

｡

選

択
さ
れ

た

三

つ

の

中
か

ら

さ

ら
に

第
一

位
に

ラ

ン

ク

付
け
ら

れ

て

選

び

取
ら

れ
た

ソ

ー

ス

(

第
一

ソ

ー

ス

)

に

つ

い

て

は

(

表
4
)

小

中
高
の

全
体
で

は
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

が

六

八

%
と

､

他
の
パ

ー

ソ

ナ

ル

な

ソ

ー

ス

よ

り
も

圧

倒
的
に

多
く

て
､

高
い

パ

ー

ソ

ナ
ル

ソ

ー

ス

の

選
択
率
が

期
待
さ

れ

る

小

学
六

年
生
に

あ
っ

て

も
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

速
択
率
が

五

九
%

に

達

し
て

い

る
｡

更
に

､

パ

ー

ソ

ナ

ル

ソ

ー

ス

を
二

つ

と
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

を
一

つ

初
め

に

選
び

な

が

ら

次
に

第
一

ソ

ー

ス

と

し

て

は
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

を

選
び

取
っ

た

生

徒
が

小

中

高
の

全
体
で

五

二

%
で

あ
る

の

に

対

し

て
､

パ

ー

ソ

ナ

ル

ソ

ー

ス

を
一

つ

と
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

を
二

つ

初
め
に

速
び

な

が

ら

次
に

第
一

ソ

ー

ス

と
し

て

は
パ

ー

ソ

ナ
ル

ソ

ー

ス

を

選
び

取
っ

た

生

徒
が

全
体
で

一

二

%
で

あ
っ

た
｡

初
め

に
一

つ

よ

り

選
択
さ

れ

な
い

ソ

ー

ス

の
､

第
一

ソ

ー

ス

と

し

て

の

速
択
率
は

低
い

と

予
想
し

っ

つ

こ

れ

ら
の

数
字
を

対

照
す
れ

ば

1
前
者
も

ず
っ

と

低
い

筈
で

あ
る

-
マ

ス

メ

デ
ィ

ア
ヘ

の

依
存
の

相
対

的
高
さ

が

推
察
さ

れ

得
る

｡

従
っ

て

こ

の

限
り
に

お
い

て

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影
響
に

対

す
る

親
の

ゲ

ー

ト

キ

ー
パ

1

と

し

て

の

対

人

関
係
的

役
割
を

(

19
)

果
た

す

機
会
そ

し

て

そ

れ

自
体
も

疑

問
視
せ

ざ
る

を

得
な

い
｡

か

く

し

て

要
約
す
る

と

∂3 3
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一

､

成
人

に

近

接
す
る

､

未
成
年
者
の

マ

ス

メ

デ
ィ

ア
ヘ

の

継
続
的
接

触
の

実
態

二
､

選
挙
戦
で

の

未
成
年
者
の

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

ヘ

の

接
触
の

､

政

治
的

知
識
や

行

動
レ

ベ

ル

ヘ

の

効
果
的
イ
ム

パ

ク

ト

三
､

親
に

よ

る

ゲ

ー

ト

キ

ー
パ

ー

的
役
割
行
使
の

機
会
の

少
な

さ

の

以

上
三

点
を

指
摘
或
い

は

紹
介
し
て

尭
た

｡

こ

れ

に

よ
っ

て
､

政
治
的

社
会
化
に

お

け

る

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

役
割
を

過
小

評
価
し

た

直
裁
的
な

所

説
に

対
し

て
､

そ

の

役
割
の

主

導
的
側
面
を

強
調
し

そ

の

評
価
の

回

復
を

図
り
た

い
｡

残
さ

れ

た

多
く

の

重

要
な

問
題
の

幾
つ

か

に

触
れ

て

お

く
｡

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

と
の

接
触
に

ょ
っ

て

浸
碍
さ

れ

た

情
報
が

､

行
動

･

知

(

2 0
)

識
･

意
見
と

態
度

･

情
動

･

深
層
心

理
の

い

ず
れ

の

領
域
レ

ベ

ル

に

浸
潤

(

21
)

し
ス

ト
ッ

ク

さ

れ

て

ゆ

く
か

を

長
期
的

観
点
か

ら

考
察
す
る

こ

と

は
､

政

治
的
社
会
化
の

研
究
を

す

す
め

て

ゆ

く

上

で

は

不

可
欠
で

あ
る

｡

又
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

か

ら
の

諾
々

の

情
報
の

内
容
関
係
の

異

質
性
を

越
え
て

の

間
接

的
な

連
合
作
用
を

抽
出
出
来
る

な

ら
ば

-
一

見
非
政
治
的

情
報
と

政
治
的

(

2 2
)

情
報
と
の

翻
訳
作
用
の

成
立
が

見
出
さ

れ

る

な

ら

ば

-
政
治
的
社
会
化
の

対

象
た

る

未
成
年
者
の

不

十
分
な
が

ら
も

作
用
し

て

い

る

能
動
性
を

浮
彫

す
る

為
の

大
き

な

手
が

か

り
と

な
る

だ

ろ

う
｡

更
に

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

か

ら

の

政
治
的
影

響
の

主

導
性
が

､

政
治
的
早
熟
現
象
を

触
発
し

促
進
す

る

こ

と

に

よ
っ

て

脱
政
治
的

-
物
分
り
の

よ

い

非
参
加
的
-
態
度
を

準
備
さ

せ

て

い

る

の

で

は

な
い

か

(

社
会
=

政
治
構
造
を

顧
み
る

必

要
は

あ

る

が
)

｡

或
い

は

地

方
政
治
へ

の

関
心
の

高
ま

り
が

中
央
政
治
の

場
合
よ

り

も

発
達

(

2 3
)

的
に

遅
れ

る

原
因
の

一

端
は
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

情
報
に

お

け

る

中

央
政
治

へ

の

加
重

的

構
成
に

あ
る

の

で

は

な
い

か
､

な

ど
の

問
題
点
も

指
摘
さ

れ

朗∂

よ
>

フ
｡

(

1
)

}

{
.

H

せ
ヨ
p

ロ
.

七
Q

≡
訂
已

叫
Q

已
已
･叫

岩
≠

㌻
声

2
e

宅

ぺ
○

旨
､

-

心

山

戸

(

2
)

ナ

D
e

ロ

已
s

∵

項
已
弓
e

W
O

r

打

○

ロ

勺
0
1

琵
c

巴
∽

O

C

訂
-

i

z

芝
-

○
ロ

ー

､

J
.
U
e

ヨ
ー

訂

(

e

P
)

り
q
b

訂
訂
叫

已
叫

○

器

訂

七
Q

訂

ど
叫

㌧

』

知

乱
恥

ご

Z
e

宅

吋
0

1

打
､

-

ミ
い

.

勺

p

.
志
N

l
h

O

N

.

(

3
)

･
､

､

ク

ロ

分

析
と

は

個
々

人
の

政

治
的

志

向
､

マ

ク

ロ

分

析
と
は

政

治

体

系
や

制
度

を

対

象

と

す
る

も
の

と

考

え

て

お

く
｡

∽
･

河
9

打

打

巴
-

e

t

巴
.
∵

.

Z
O
→

W
P

y

P

ロ

払

t

F
2

亡
2.t
e

仁

S
t

邑
2

S
.

｡

ヽ

邑
等
3

岳
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計
こ

芸
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叫
Q

3
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h

3
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書
記

(ヽ

芸
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已
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N
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p
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G
e

O

T

g
e
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O
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ヨ
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-

笥
い

.

(

4
)

P

E
P
S

t

O

n
､

:

A
ロ

A
勺

勺
r

O

ぎ
F

t

O

t

F
O

A
n

已

笥
小

s

O
{

勺
○
-
i

t
-

c

已

S

怒
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e

ヨ
S

∴
.

葛
b

ミ
礼

七
Q

≡
山

訂
､

≦
U
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･
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-

浩
¶

-

p
p
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山

∞

い

-
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(

5
)

G
.

A
.

A
-

∋
○

邑
､

=

A

D
e

く
2
1

0

勺

m

昌
t

巴

A
勺

勺
r

O

p

C

F

t

O

勺
○

≡
打
已

S

忘
t

e

m
S

.

こ

葛
Q

ミ
礼

七
已
叫

さ
古
仏
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く
O
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¶
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-

芸
汁

p

ワ
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∽

¢
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.
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)

J
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一
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勺
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已
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宍
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ロ
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P
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ご
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訂

已

S
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ロ
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S
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E
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勺
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C
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h
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P
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巴
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U
e

く
e
}

○

勺

m
e

阜
:

]

｢

W
.

勺

笥

e

t

巴
･

(

e
(

F
)

､

勺
Q

享
邑

〔
史

恵

篭
恥

§
礼

き
≡
叫

旨
叫

b
昌
乳
Q

≠

責
阜

勺
1

i

n
c

e
t

O

n
-

-

芸
㌣

p

p
･

u

-
N

か

に

お

い

て

は

政

治

文

化
の

概

念
が

政

治
的

社

会
化
の

概

念
に

よ

っ

て

助
け

ら

れ

た

場
合
に

ミ

ク

ロ

=

マ

ク

ロ

の

統

合
的

理

解

が

可

能
だ

と

さ

れ

て

い

る
｡

そ

れ

は
､

我
々

の

政

治
的

社

会

化
の

概
念
に

対

す
る

ア

プ

ロ

ー

チ

か

ら

す
れ

ば

現

在
の

問
題
意
識
に

溶

解

す
る

も

の

と

考

え

ら
れ

る
｡

(

7
)

政

治

的

社

会

化

の

対

象
(

主

体
)

･

担
い

手
･

内

容
･

政

治
的

環
境

｡

拙

稿

｢

政

治

的

社

会

化

(

Ⅰ
)

-
P S

研

究
の

為
の

分

類
表
+

『

一

橋
論

叢
』

､

七
二

者
二

号
､

一

九
七

三

年
､

九

七

-
一

〇

四

頁
｡

(

8
)

G
.
A
.

A
-

ヨ
｡

ロ

早

‥

C
｡

ヨ
p

駕
2
F

く
e

ワ
U
-

琵
c

已

s

忘
{

｡

m
S

･

､
Q

葛
喜

叫

旦

勺
Q

≡

訂
､

く
｡
-

.

-

00
､

-

や

盟
r

勺

勺
･

い

芝
-
合
¢
‥

G
･

A
.

A
-

m
O

ロ

d

e
t

巴
こ

→

訂
〔
叫

e
叫

b

C

邑
ぎ
言

㌧

七
Q

冨
訂

已

』

罠
ぎ
礼

訣

§
丸

b
聖

卓

喜
言
Q

丸

達

也
叫

罠

宅
已
叫

表
ゎ

､

守
F
n
e

t

｡

ロ
､

-

ま
い

(

石

川

ら

訳

『

現

代

市

民
の

政

治

文

化
』

､

勃
草

書

房
､

一

九

七

四

年
)

｡

(

9
)

例
え

ば
､

H
･

H
叫

m
P

タ

○

ワ

C
i

t

∴

只
･
勺
･
L

弓
思
｡

ロ
･

七
Q

≡
訂

已
∽

罠
叫

已
訂
已
訂
声

望
e

弓

ぺ
○

ユ
ハ

ー

一

芸
心
‥

P

戸

只
.

-

e

ロ

2.
ロ
g
S

e
什

巴
こ

→

訂

勺
0

≡
訂
已

〔

訂
言
〔

瞥

見
ゝ

計
訂

害
莞
♪

勺
エ
ロ
C

e
t

O

n
-

-

告
ご

G
.
C

.
出

笥
ロ
①
-

=

呂
P
S
S

呂
e

巴
p

呂
-

ワ
U

≡
小

c

巴

∽
○

?

岩
】
i

N

邑
i

O

ロ

○
{

C

F
i

-

d
r
①

ヨ

p

邑

守
e
･

A
n

已
t
∽

.

:

ヽ
Q

書
下

…
叫

叫

h

芸

爪

首

邑
顎

ぎ

く
○

】

.
会

+
票
や

胃
+
合
-
N

等

は

貴
重

な

文

献
で

あ

る

が
､

こ

れ

ら
に

し
て

も

他
の

ソ

ー

ス

と
の

比

較
は

直

接
の

テ

ー

マ

と

な
っ

て

は

い

な
い

｡

政

治

的

社

会
化

の

研

究

を

目

的

と

し
た

も

の

で

ほ

な
い

が
､

長
島
貞
夫

(

｢

文

化
的

環
境
と

性

格

形

成
+

『

児

童

社

会

心
理

学

-
性

格
の

社

会

的

形

成
』

､

牧

書

店
､

一

九
七

二

牛
､

第

五

章
)

も

参
照

｡

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

子

ど

も
へ

の

一

般
的

影

響
に

つ

い

て

の

整

理
は

､

辻

功

｢

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

効

果
+

児
童
心

理

学

講
座

『

社

会

生

活

と
マ

ス

コ

､

､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

』
､

第

九

巻
､

金

子

書

房
､

一

九

六

九

年
､

第
三

革
｡

(

1 0
)

二

段
階
の

流
れ

説
に

つ

い

て

の

整

理
は

､

E

宗
亡

只

巴
N

･

:

T
F
｡

↑

き
･

S
t

2

p

ヨ
○

弓

○
叫

C
O

m
ヨ

呂
訂
P
t

5.
ロ
‥

A
n

P
p
･

t

?

計
t

e

河
e

p
O

ユ

O
n

賀

H

岩
｡
t

F
e
s

i

s

㌧

竹
中

聖
訂

○

甘
乳
量

爪

音
白

ミ
顎
甘

く

○
】

.
㌍
.

-

温
㍗

p

ワ

か

ー

ー
諾
.

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影

響
の

強
さ

に

つ

い

て

の

整
理
は

､

1
.

T
.

只
-

p

胃
e

l
-

→

賢

者
賢

阜

竃
已
叫

〔

§
S
や

巴

已

邑
叫

3
P

H

≡
n
O

i

ダ

ー

芸
○

(

N

B

圧

政
送

学

研

究

室

訳

『

マ

ス

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

効

果
』

､

日

本

放
送

出

版

協

会
､

一

九
六

六

年
)

｡

(

1 1
)

戸

E
.

U
p

弓
∽

｡

n

昌
一

声

ワ
e

弓

き
勺
Q
～

芝

邑

哲
｡
叫

已
7.

昌
､

訂
声

出
O
S
t

O

ロ
､

-

芸
¢

.

p
.

-

ミ

芦

(

12
)

未
成

年
者
の

能

動
性

(

選

択

性
)

や
パ

ー

ソ

ナ

ル

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ス

を

無

視

す
る

も

の

で

は

な
い

し

送

り

手

-
受
け

手
の

二

分

化

的

ア

プ

ロ

ー

チ

で

も

な

く
､

基

本
的

に

は

複

合

的

分

析

を

志

向

し
て

い

る
｡

(

1 3
)

藤

竹

暁
『

現

代
マ

ス

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

理

論
』

､

日

本

放
送

出

版

協
会

､

一

九

六

八

年
｡

(

1 4
)

E
.

芦

声
U

g
e

r
S

､

b
斗

晋
旨
望

見
ヽ

喜
毒
已
丸

｡

卓
ウ

訂
宅

メ
リ

昇

-

ま
N

(

藤

竹

訳

『

技
術
革

新

の

普
及

過

程
』

､

培

風

館
､

一

九

六

六

5

年
)

｡

こ

れ

は

未
成

年

者
を

対

象
と

し
て

い

な
い

が

援
用

で

き

る

と

お
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考
え

ら

れ

る
｡

(

1 5
)

波

多
野

誼

余

夫

｢

認

知
心

理

学
の

発

展
と
マ

ス

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

研

究
+

『

東

京

大

学

教

育

学

部
紀

要
』

､

第

九

巻
､

一

九

六
七

年
､

二
一

-
九

頁
を

参
照

｡

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

の

影

響
を

重

視

す
る

立

場
は

､

同
一

視

を

必

ず
し
も

必

要
と

し

な
い

代

理

的

強

化

や

く
り

か

え

し

呈

示
さ

れ

る

も

の

か

ら

生

じ

る

共

変
的

期

待
感

党
(

パ

タ

ン

化
)

の

概

念
の

応

用

な
ど

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

て

い

る
｡

(

1 6
)

S

.
H
.

C

F
P

托
e

e

e
t

巴
一､

二

呂

琵
∽

C
O

ヨ
ヨ
亡
-
}

打

賢
-

○

ロ

a

ロ

ー

勺
○

〓

亡
c

已

S
O

C

訂
-

ト

N

邑
-

○
-
J

∴
.

ヽ
Q

宅ヾ

邑
訂
ヨ

犯
～

昌
ミ

等

ぎ
く
○
】

.
竜
一

一

望
､

○
､

p

ワ

℡
T

N

-
L

芯
.

(

17
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竹

内

郁

郎

｢

マ

ス

コ

ミ
｢

ニ
ー

ケ

ー

シ

ョ

ン

に

関

す
る

社

会
心

理

学

的

研

究
の

展
望
+

『

年

報

社
会

心

理

学
』

､

幼

草
書

房
､

第

七

号
､

一

九

六

六

年
､

六
五

-
八
三

頁
｡

(

1 8
)

西

平

直

喜
｢

青

年
の

心

理

学
的

特

性
の

形

成

機

構

1
方

法

論
的

視

点
か

ら
+

『

心

理

学

評

論
』

､

第

八

巻
､

一

九

六

四

年
､

一

〇
二

-

一

一

頁
｡

(

1 9
)

因
み

に
､

ペ

ア

ー

に

よ

る

親

子

間
の

政

治

的
一

致

度

(

支

持
政

党
･

拒

否

政

党
･

各
政

党
へ

の

評

価
に

関

し
て
)

も

高
い

と

は

言

え

な
か

っ

た
｡

又

親
は

寧
ろ
マ

ス

メ

デ
ィ

ア

か

ら
の

情
報
の

ク

リ

ア

ー

な

導

管
の

様
に

思
わ

れ

る

節

も

あ

る
｡

(

2 0
)

G
.

P
【

巴
Q
t

N

打
e

､

七
唱
旨
Q

訂
恥
叫

恥

礼

等

さ
叫

打

設

芸
訂
書
芸

喜
叫

訂
･

㌻
Q

逮

→

官

等
計

や

…
札

･

ぜ
h

訂
S
已

岸

H
P

m
げ

喜
g
.

-

貰
い

(

N

H

E

放
送

学

研

究
重

訳

『

マ

ス

コ

､
､

､

ユ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

心

理

学
』

､

日

本

放

送

出

版

協

会
､

一

九

六

五

年
)

｡

(

2 1
)

南

博
｢

テ

レ

ビ

ジ

ョ

ン

と

受

け

手
の

生

活

-
受
け

と

り

反

応
と

社

会

的

効

果
の

問
題

点
+

『

思

想
』

､

一

九
五

六

年
､

一

一

月

号
､

一

〇
三

-
一

五

頁
｡

(

2 2
)

ボ

ビ

二
二
フ

ー

ミ
ュ

ー

ジ

ッ

ク

や

ポ

ピ

ュ

ラ

ー

カ

ル

チ
ュ

ア

と

政

治

体

制

と

の

関

係

に

つ

い

て

は
､

H
.

H
y

m
P

ロ
､

=

己
監
S

C
O

ヨ
･

【

ロ
亡

ロ
i

c

P
t
-

O

n

P

ロ
d

勺
○

ご
t
小

c
M

こ

S
O

C
-

む
】

-

N

P
t
-

○

ロ
‥

T
F
e

H
〃

○
-

e

O
{

P

邑
t

e
r

ロ
∽

○
{

C
O

m
ヨ
亡

口

許
賢
一

○

ロ

㌧

L
.

W
.
勺
y
O

(

c

P
)

.

C
O

喜
↑

S
宗

已
昌
㌻
Q
ヾ

岩

白

恵
丸

竹
Q

≡
訂
已

b
箪
已

尽
書

芸
㌣

耳
訂
c

e
t

O

ロ
.

-

冨
山

-

勺

ワ

ー

N

∞

-
今
00
.

音

奥
の

好
み

と

党

派

性

と

の

関

連

に

つ

い

て

は
､

+
』

ン

∽
.

句
O

H

①
t

已
.-

=

■勺
○
-

ト

t
-

c

已

○
ユ
爪

口
叶

巴
訂
}
)

P

ロ
d

l

岩
亡

巴
c

耳
e

訂
r

e

ロ
C

①
S

P

ヨ
○

コ

粥

C
O

〓

品
O

S
t

u

d
2

已
s

㌧

叱
や
"

巴
訂

Q
b

訂
訂
達

犯
記

§
て

訂
ヽ

ぎ
く
○
-

,

山

h
.

-

笥
-

-
N

.

り

り

い

h

山

1
ご
.

(

2 3
)

ヮ
l

一

G
岩
〔

ロ
S

t

e

ぎ
C

已
記
言
詩

聖
邑

七
Q

≡
訂
h

.

Z
e

w

打
撃

1

e

ロ
.

-

芸
汁

静
か

な
デ
モ

ヘ

の

参

加
に

つ

い

て

我
々

が

国

政
レ

ベ

ル

と

県

政
レ

ベ

ル

に

分

け
て

質
問
し

た

と
こ

ろ
､

小

学

六

年

生

と

中

学
三

年

生

で

は

前
者
へ

の

参

加
が

よ

り

高
か

っ

た
が

､

高

校
三

年
生
で

は

こ

の

逆
で

あ
っ

た
｡

(

一

橋
大

学

大

学

院
博
士

課

程
)
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